
【取組内容】「対話的な学び」「構造化」の取り組みベースとした自律的な学びの推進
（①個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実）

喬木村立喬木中学校

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

小学校から「対話的な学び」や「構造化」の取り組みを行ってきた生徒たちが持っているスキルを最大限
活かし、生徒が主体的・自律的に学びを進めていくための単元構成や授業づくりの工夫を行ってきた

より高度で整理された「構造化」
が可能な中学生のレベル

３年生 社会 １年生 数学

教員が主導して学習を展開しがちだったが、生徒が進度や学習内容を自己決定し、自身の
ペースや興味関心、必要性に基づいて学ぶための単元展開や授業展開を工夫し、生徒が主
体的・自律的に学ぶためのスキルを発揮する場面を意識して取り入れた

・どこから取り組むか選択し自身のペースで
・必要に応じてヒント動画にアクセス

単元の流れや自分で学習を進めていくため
の動画等の資料を一元化

考えと進捗をリアルタイムで共有し、
いつでも質問しにいける環境

数学 体育 理科



【取組内容】学びの自己管理能力の育成 ガントチャートや学習履歴の可視化（④情報活用能力の育成）

喬木村立喬木中学校

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

自律的な学びを推進していくにあたり、場当たり的に課題をこなすだけの姿があり、目標設定や計画的に
学びを進める、「学びの自己管理能力」が必要ではないかという知見を得た。

そこで、ガントチャートでの学びのプランニングや、自身の学びを振り返り次に活かすことを目的とした
学習履歴の可視化の取り組みにチャレンジしてきた。

取り組みはじめであり、大雑把なところはあ
るが、単元のはじめにガントチャートを作成
し、自身の学びをプラニングをしている。

ガントチャートは途中で修正でき、友だちのチャートもリアルタイムで共有されている

学習履歴の可視化の取り組みとして、英語の授業内
で行われる１０分間のセルフラーニングタイムと家
庭学習の取り組みを生徒一人一人が記録した。

授業内の取り組み 家庭学習での取り組み
入力した学習の項目と時間は自動
でグラフ化される

まだ成果につながるほどの取り組みになっていないが、自身の学びをメタ認知し、計画的に学習を進めようとする姿
が少しずつ見られるようになってきた



【取組内容】 タスク機能を活用した校務分掌スマート化の取り組み（④校務DX）

喬木村立喬木中学校

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

＝＝＝＝＝＝これまで＝＝＝＝＝＝
● 職員会要綱をドキュメントで作成して共同編集

● 係等からの提案や協議事項は事前にドキュメントに直接書き込んだり、
別ドキュメントのリンク（チップ）を埋め込み

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝＝＝バージョンアップ＝＝＝＝＝＝
● 議題ごとにタスクの割り当てを行い、誰の業務であるかを明確化

● タスクにすることで、締め切りの設定ができ、カレンダーに表示され、
通知がくる⇒やり忘れ防止

● 完了したかどうかが一目でわかる
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

担当職員が最終チェックをし
て、教務会や職員会にこのド
キュメントのまま提案

割り当てられたタスクはカレンダーに
表示され、完了すると棒線が引かれる

係ごとの会議資料もヘッダー
にタスクを設定し、係内での
承認機能として活用


